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　肋上筋は胸郭の外表面で肋骨に起始し，幾つかの
肋骨および肋間隙を越えた後に主として肋骨に付着
する変異筋で，変異の程度を広義に認めると，その
発生頻度は決して低いものではないとされている．
特上筋は一般に前肋上町と後肋上筋に分けられる．
両者の違いは，前鋸筋の起始部を境にして，それよ
り前方に位置する場合を前肋上筋，後方に位置する
場合を後壁上野としているが，いずれも胸郭上部に
好発する．
　著者らは本学における1990年度の解剖学実習に
おいて，85歳で死亡した日本人男性屍体で，極めて
稀な胸郭下部の後門上筋の一例に遭遇したので報告
する．
所 見
　この過剰筋は左側のみに見られ，右側は正常であ
った．この筋は胸郭下部で広背筋に覆われており，筋
束の走行方向の違いにより3部分に分けることがで
きる．いずれの筋束も近隣に存在する広背筋，前鋸
筋，下後鋸筋および肋間筋との間に癒合は見られな
い．
　この筋の第1部は第11肋骨外表面で，外腹斜筋の
起始部の背側に接して起こる．第10肋間隙を後上方
に向かいながら徐々に広がり，下後鋸筋の第10肋骨
から第11肋骨にかけての付着部に至り，それを覆う
筋膜に移行する．その間の長さは90mm，最大幅20
mm（筋部分）である．
　第2部の筋束は第11肋骨で第1部の筋束の前側
に接して起始し，その前縁に接しながら徐々に広が
りつつ上行し，第8肋骨に付着する．その間の長さ
は140mmで，そのうち筋部分は第9肋間隙迄で，第
9肋間隙より第8肋骨に至るまでは薄い板状の腱と
なっている．付着腱の幅は32mmである．
　第3部の一束は第2部の筋束に覆われて第10肋
骨に起こり，上行して第8肋骨に至る，幅5mmの
薄い板状の筋束を成す．第10肋骨より起始後間もな
くは筋束が第2部の山高に覆われるが，第9肋間中
央付近から第8肋骨の付着部までは腹方に凸の緩や
かなカーブを描く．そのうち筋東部分は第9肋骨上
までで，第9肋骨上より第8肋骨までは第2部の馬
方に並行する薄い板状の腱となっている．
　第9肋間隙には肋上筋の第2部と第3部の筋束よ
り深層で外肋間筋との間に，下後鋸筋の第10肋骨へ
の付着部から連続した迷束が存在する．この筋束は
幅3mmで，第9肋間を上方に凸の緩やかなカーブ
を描きっつ前方に進み，肋上筋第3部の筋束よりも
前方で第10肋骨上縁に終る．肋上筋の第2部，第3
部および下後鋸筋の迷束の3者は部分的に重なり合
うが，いずれも走行の方向を異にしており，癒合は
見られない．
　神経は第1部および第2部の筋束には第10肋間
神経由来枝が，第3部の筋束には第9肋間神経由来
枝が分布する．第1部の筋束には第9肋間神経の主
幹から起こった固有枝が下後鋸筋の第10肋骨への
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Fig．　1　The　M．　supracostalis　posterior　was　found　on　the　left　lateral　thoracic　wall．　lt　comprised　of
　three　parts　（CD，　（2）and　＠）．　The　part　（D　priginated　from　the　11th　rib　and　was　continuous　to
　　the　fascia　of　the　M．　serratus　posterior　inferior　（spi）．　The　part　＠　also　arose　from　the　11th　rib
　　w．　ith　the　part　CD，　and　ran　upward　to　be　inserted　into　the　8th　rib．　The　muscle　bundle　became
　　a　thin　tendinous　bundle　at　the　level　of　the　10th　rib．　The　part　＠　was　a　slender　bundle　arising
　　from　the　10th　rib　under　the　part　＠，　and　attached　to　the　8th　rib．　The　muscle　bundle　＠　of　the
　　lateral　part　of　the　M．　serratus　posterior　inferior　（spi）　ran　anterior－ward　in　the　9th　intercostal
　　space　passing　under　the　parts　＠　and　＠，　and　inserted　into　the　upper　border　of　the　10th　rib．
付着部前縁に現われ，直ちに筋内に進入する．第2部
の筋束には，第9肋間神経主幹から起こって最終的
には外側皮枝となる枝から細い3枝が第10肋骨下
縁に沿って順次起こり，筋内に進入する．第3部の
三期には下後鋸筋の第9肋骨への付着部下縁で第9
肋間神経の枝が進入するのを認めた．それらの詳細
な門内分布は検索できなかった．
　下後鋸筋の第9肋骨に付着する部分には側副枝を
出した後の肋間神経主幹から起こった細枝が異常経
過を辿って進入していた．この異常枝は約75mmほ
ど主幹に伴行した後，肋間筋を貫いて胸郭の外表面
に現われ，反回して第9外肋間筋の表面上を後方に
向かい，肋上筋第3部の筋束の一面下をくぐりぬけ
て下丸鋸筋に達していた．
考 察
　肋上筋は胸郭の上部表面で上部肋骨から起こり，
縦走して少なくとも直下位の肋骨を越えた後に，主
に胸郭に停止する過剰筋で，その支配神経は肋間神
経に由来する．一般に前鋸筋の起始部を境にして，そ
れより前方に出現した場合は前肋上宝1）2）3），後方に
出現した場合は後肋上筋4）e－7）と称される．後肋上筋
に関する報告は極めて少なく，前下上筋の出現頻度
に比べ，後面上筋の出現頻度は極めて低いものと思
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われる．
　後肋上筋はEisler4）が3型に分類したが，いずれ
の型も肋間神経の支配を受けるものの，その出現部
位は，A型：首側の肋骨部，　B型：第2ないし第6肋
間の問，C型：第8，第9あるいは第！0肋骨に起始
して付着部が様々であるもの，とされる．A型とB型
が後肋町筋の典型的な例と考えられるが，C型は付
着部位が様々であることから，特に広背筋，前鋸筋
または下後鋸筋の迷束との区別が問題にされる．
　本邦での後肋上筋に関する報告は西5）の8側に
続いて黒津6）の3側の例がある．その後，児玉7）は
184体中64側に肋上筋（広義）を認め，岩上筋系全
体に及ぶ総括的な検討を行って引上筋系の全容を明
らかにした．それによると，肋上筋系（広義）には
①深外腹斜筋，②前肋三筋（狭義），③深前鋸筋，④
後弓上筋（狭義）が区別され，さらに⑤二二軟骨間
筋の存在も否定できないという．また肋三筋系に属
する変異筋はいずれも肋間神経由来の神経枝によっ
て支配されており，その帰属は外肋間筋に求められ
るという．①，③，⑤の各筋はいずれも児玉7）の命
名によるものであるが，ここでは表現の便宜上，そ
れに倣って記載する．今回著者らが遭遇した変異例
は深前鋸筋に含まれる．深前鋸筋はA．前鋸筋の下
位に連続するもの（ただし分離可能），B．前鋸筋の
下位に続く分離不能なもの，C．前鋸筋と完全癒合す
るもの，D．前鋸筋とは遊離するもの，の4型に分類
されており，著者らの例はD群に含まれる．児玉7）
はこれに類する筋を63側の肋上筋のうち8側に見
たという．Eisler4），西5），黒津6）による後肋胃筋もこ
の範疇に含まれるという．
　しかしこれらの報告例は必ずしも前鋸筋以外の筋
とは完全に遊離している訳ではない．一部の筋束は
直接に肩甲骨（下肥）に付着している．また，特に
下後鋸筋との癒合が認められ，深前鋸筋と下後鋸筋
との関係は，野党もしくは筋膜が①癒合するもの，②
癒合しないもの，の2型を区別することが可能であ
る．即ち深前鋸筋の付着部は下後鋸筋，肋骨，前鋸
筋，肩甲骨（下角）という連続地帯を獲得すること
になる．著者らの例は第1部の付着筋膜が下後鋸筋
の筋膜と連続しているものの，第2部及び第3部の
筋束は，周囲の他の筋とは全く独立していた．
　神経は肋間神経の全経過および筋内分布の詳細を
調査できなかったが，著者らの遭遇した後誌上筋に
は外側二二を出す以前の主幹から起こった固有の筋
枝が分布していることは確認できた．特に，下後鋸
筋に分布する神経のうち，外肋間筋を貫いて胸郭の
外表面に現れ，反回して下後部筋に達していた枝は，
後肋三筋の筋束には進入せず，その深面下をくぐり
ぬけて下後記筋に達していた．また，下後鋸筋の異
常分束と後記三筋の三二が積層する部位が存在した
が，その際，両者に癒合が見られなかったことも，注
目すべき所見であろう．
文 献
1）金子正光，乗安整而，三橋公平：前二上筋の1例につ
　いて．解剖誌．53：157～166，1978
2）山崎正博：前回上筋（M．supracostalis　anterior
　Bochdalek　jr．　var）の神経支配．解剖誌．56：19～27，
　1981
3）　Miyauchi，　R：On　the　M．　supracostalis　anterior．
　Okajimas　Fol．　Anat．　Jpn．　59：45tN・64，　1982
4）　Eisler，　P．：Die　Muskeln　des　Stammes．　ln　Bar－
　delebens　Handbuch　der　Anatomie．　Bd．　2，　Abt．　3，
　Teil　1．　Verlag　von　Gustav　Fischer，　Jena，　1912　533
　～534（復刻版，木村書店，東京，1980）
5）西　成甫：日本人の二二知見（背筋ノ統計的研究1）．
　東北二二．4：249～263，1919
6）黒津敏行：後肋二筋二三イテ．解剖誌．5：442～447，
　1932
7）児玉公道：二上二三の形態学的意義一二肋間神経
　（仮称）の堤二一．解剖誌．61：107～129，1986
（別刷請求先：〒160新宿区新宿6－1－1
　　　東京医科大学第1解剖学教室大久保真人）
（3）
